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行い、 年「円葉一号」として優良品種となりました。その後 年の優1937 1975

良品種廃止まで栽培されました。

また、明治末期に導入された「早生大粒」は後に純系分離により、 （昭1930

５）年に優良品種となった｢早生大粒１号｣の育成となったのです。

一方、｢早生大粒１号｣は、交配母本として用いると、変異幅が他の国産品種

に比較して大きく、母本としての能力を発揮してきました。戦後のアズキ品種

改良の再開後 「茶殻早生」に｢早生大粒 号｣の後代より「光小豆 （ ）が、 」1 1964

育成されました。その後は「能登小豆 （能登半島の栽培種）に｢早生大粒１」

号｣の後代よりやや晩生、大粒、多収の「曉大納言 （ 、中生、中粒、多」 ）1970

収、茎疫病抵抗性の「寿小豆 （ 、中生、大粒、耐冷、安定多収の｢アカ」 ）1971

ネダイナゴン｣（ ）と同じ交配組み合わせから、それぞれ特色ある品種が1974

育成されました。このほか、現在作付されている大部分の品種に｢早生大粒１

号｣が関わっています 「エリモショウズ」の母本は｢寿小豆｣ですし、｢きたの。

おとめ｣の両親とも関わり 「サホロショウズ」の母本は ｢アカネダイナゴン｣、

であり、｢ほくと大納言｣の父本には｢早生大粒１号｣が関わっています。という

ように、｢早生大粒｣から由来する品種がなかったなら、今日のアズキ品種はど

うなっていたか、想像することが出来ないのです。如何に遺伝資源が大切であ

るかを物語るものといえましょう。

＜佐藤 久泰＞

「高橋早生」は人工交配第一号の品種(２)

作物の品種改良には、現在ではいろいろな方法がありますが、北海道開拓の

当初は、府県等から導入した品種を品種比較試験による品種選定や、いろいろ

な品種から純系をつくる「分離育種法 、人工交配等による「交雑育種法 、雑」 」

種第１代の雑種強勢を利用した「雑種強勢育種法 、薬品や放射線を利用す」

る「突然変異育種法 、現在一部で安全性などが問題とされている遺伝子組み」

換え等細胞融合などを行う「細胞工学育種法」などがあります。

今を遡ること約 年前に、北海道で画期的な方法である「交雑育種法」が100
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アズキの品種改良として実施されました。植物の形質が次代に引き継がれるた

めには、形質の遺伝が行われるためです。

遺伝とは、形質にはいろいろな形質がありますが、親の形質が遺伝子によっ

てある規則性を持って子や孫に伝わることですることです。これを発見したの

が有名なメンデル（ ～ ）で 「植物の雑種に関する実験」を 年1882 1884 1865、

に発表しましたが、当時は誰にもその価値を認められませんでした。彼はえん

豆を用い、ある形質について優性遺伝子のみをもつ個体と劣性形質の個体を交

配して得たＦ では、優性形質が現れ、劣性形質は潜在する（優性の法則 。Ｆ１ ）

では、優性形質をもつ個体と劣性形質をもつ個体が３：１の比で現れる（分２

離の法則 。異なる二つの形質は、それぞれの対立形質が特定の組み合わせを）

なすことなく独立に遺伝する（独立の法則）ことを発見しました。このメンデ

ルの法則は、すぐには誰も認めようとせず、彼の死後のことでした。これが認

められたのは 年に コレンスら３人の研究者によって独自に発見され1900 C. E.

ました。これをメンデルの再発見と呼ばれています。

小豆の交雑育種は、メンデルの再発見から僅か８年後の （明治 ）年1908 41

に、札幌市の琴似にあった北海道農事試験場本場で開始されました。これは当

時の農商務省農事試験場では近代的品種改良の創始者とされる 加藤茂苞が畿

内支場おこなった水稲の人工交配（ ）に次いで２番目です。1904

その後、大豆（ ）でも人工交配による育種が開始されますが、北海道では1911

主要農作物でないアズキであったことは大きな驚きです。但し、 年には1900

３万 、 年には５万 のアズキ面積がありましたので、最も品種改良がha 1910 ha

必要だったのでしょう。このときに行われた研究が「アズキ形質の遺伝に関す

る研究」として纏められ、北海道農事試験場報告 第７号（ ）に登載され1917

ています。ここには 年から４年間に 組み合わせの交雑を行い、これら1908 86

の遺伝現象も細かく研究し、報告に盛られているのです。

この研究は、担当の高橋良直氏が札幌農林学会等に発表しましたが、多くの

成果を見ずに若くして 年に他界したため、同僚の福山甚之助氏が主に引1914

き継ぎ、品種改良を継続したのでした。そして 年には、 年に「円1924 1909

葉」×「斑小豆」の組み合わせで人工交配した後代より｢高橋早生｣が優良品種

となったのです。勿論、国内交雑育種第１号のアズキ品種です。この品種






















































































































